


気象庁の火山監視

噴火警戒レベル

我が国にある111の活火山のうち、50火山については、噴火の前兆を捉えて噴火警報等を発表するために
地震計、傾斜計、空振計、GNSS観測装置、監視カメラ等の火山観測施設を整備し、関係機関からのデータ
提供も受け、火山活動を24時間体制で常時観測・監視しています。

火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民等の「とるべき対応」を５段階に区分し
て発表する指標です。

令和７年３月現在

活火山 （111火山）

火山活動を24時間体制で監視している常時観測火山 （50火山）

噴火警戒レベルが運用されている火山 （49火山）

福岡管区気象台
地域火山監視・警報センター

仙台管区気象台
地域火山監視・警報センター

札幌管区気象台
地域火山監視・警報センター

気象庁地震火山部
火山監視・警報センター
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活火山で
あること
に留意

危険な居住地域からの避難等が
必要。

警戒が必要な居住地域での高齢
者等の要配慮者の避難、住民の
避難の準備等が必要（状況に応
じて対象地域を判断）。

通常の生活（今後の火山活動の
推移に注意。入山規制)。状況
に応じて高齢者等の要配慮者の
避難の準備等。

通常の生活
（状況に応じて火山活動に関す
る情報収集、避難手順の確認、
防災訓練への参加等）。

―

―

登山禁止や入山規制等危険な
地域への立入規制等。

火口周辺への立入規制等。

状況に応じて火口内への立入
規制等。

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる）
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住民等の行動 登山者・入山者への対応

気象庁から発表する火山防災情報
報道機関・都道府県・市町村などを通じて、住民や登山者の皆さんに火山防災情報をお知らせします。

この他に、火山の状況に関する解説情報、火山活動解説資料、噴火に関する火山観測報などがあります。
詳細については、気象庁のホームページをご参照ください。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/vol_know.html

噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象の発生やその危険が及ぶ
範囲の拡大が予想される場合等に、噴火警戒レベルを付して発表噴火警報

登山者や周辺の住民に対し、噴火の発生をいち早く伝え、身を守る
行動を取っていただくために発表噴火速報

噴火警戒レベルの引上げ基準に達していないが、火山活動の推移に
よっては噴火警戒レベルの引上げの可能性がある場合等に発表

火山の状況に関する
解説情報(臨時)

「降灰量」や「風に流される小さな噴石の落下範囲」を予測して、
「定時」、「速報」、「詳細」の３種類の情報に分けて発表

降灰予報

地下のマグマ上昇等により、噴火の可能性が高まっている

“深部”の
マグマ溜まり

“深部”から
“浅部”への
マグマの移動

地震急増
地殻変動

噴火発生 より規模の大きな噴火発生

噴火
予報

噴火
警報

噴火
警報

噴火
速報

解説情報
(臨時)

＞＞＞ 地震の急増、急激な山体膨張等 ⇒ 適時、噴火警戒レベル引上げ　
＞＞＞ 観測データから活動低下と判断 ⇒ 適時、噴火警戒レベル引下げ　

定時 速報 詳細 速報 詳細降灰予報

ここで示す火山の活動状況は一例であり、実際は様々なケースがあります。
噴火警戒レベル１でも、火山活動の状況によって、火口内で火山灰の噴出等が見られることがあります。

噴火警戒レベル引上げ
(地震の増加、山体の
膨張等の判断結果)

火山活動の状況に応じ
噴火警戒レベルの
更なる引上げを判断

噴火と情報発表のイメージ


